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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 野里　朝子様～本日のレントゲン検査の際、抵抗が強く実施できませんでした。別の日に変更になります。

· 松浦　佐恵子様～トイレでの排泄行うことが出来なくなっている為、今後トイレ誘導メンバーとします。トイレ誘導でも、失禁目立つのであればリハパンの使用を考えて生きたいと思います。又、口腔内の食事の溜め込みが多い為、食後の口腔ケアをきちんと

実施していきましょう。

· 長坂　才次郎様～10：30肺炎症状悪化し、酸素飽和濃度70％代に低下し吸引と酸素５ℓ

にて一時的に酸素飽和濃度90％台まで改善しています。その後岸原病院に転院となっています。診察にて重度の肺炎と診断されています。

· 年度末発注について

スタッフからの要望として

　車椅子　2台、ワゴン1台（処置や口腔ケア等を運ぶ為）、チェスト1台（2階のユニットのチェストが足りないため）カラオケ1台

※次回も話し合って下さい。

＜ケア検討（排泄）＞

※マニュアル各自目を通し、誰でも出来るようにしていきましょう。








翌　　　日






１　週　間　後


　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　週　間　後




日が経ち、失禁が多くなってきたら



現在、トイレ誘導メンバーの患者様がいらっしゃいますが、勤務をみながらその患者様方の排泄パターンチェックを実施していきましょう。

（排泄表について）

· 宮　チヤ様～夕方にかけての排泄が多いので、決められた時間に排泄を行いましょう。

その他の誘導者についても決められた時間に誘導を行いましょう。
































































⑨再度排泄パターンチェックをし、カンファレンスで話し合い、トイレ誘導時間を見直す。（状態悪くなった為に多くなった尿失禁は別）








⑧介護リーダーがチェック表を持ち、カンファレンスに出て１週間の排泄状況を報告、トイレ誘導時間を他スタッフと話し合う。時間が決まったらその日のうちに排泄表に加える。





⑦介護リーダーがチェック表を持ち、カンファレンスに出て１週間の排泄状況を報告、トイレ誘導時間を他スタッフと話し合う。時間が決まったらその日のうちに排泄表に加える。





⑥排泄パターンチェック開始！！


日勤C・Dスタッフが協力して8：00～17：00まで１時間毎にトイレ誘導、排泄状況をチェック表に細かく記録。





⑤排泄チェック表の自立メンバーへ、歩行ふらつきある場合は見守りメンバーに加える。





④尿意ありトイレに行けるが間に合わず尿失禁。又、尿意なく尿失禁が多い。一部介助でトイレで座位保てる。





②カンファレンスで介護リーダーが排泄状況を報告、他スタッフとも意見交換する。





①その日の排泄状況を観察、記録。





③尿意あり自分でトイレに行き排尿出来る。失禁なし。





南病棟に患者様が転入・入院して来たら





南病棟に転入・入院して来た方への排泄ケアマニュアル








